
№1191

4月号

JA びえい広報誌

PHOTO　3/19　藤原要さん（美沢希望）宅でのてん菜は種作業
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氏　　　　名

N
EW
S

N
EW
S

N
EW
S

　

先
達
が
積
み
上
げ
た
50
年
の
歴
史
を
振

り
返
る
。
百
合
根
生
産
部
会
が
３
月
９
日

に
50
周
年
記
念
式
典
を
白
金
パ
ー
ク
ヒ
ル

ズ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
Ｊ
Ａ
熊
谷
組
合
長
、
角
和

美
瑛
町
長
、
市
場
関
係
者
を
は
じ
め
と
し

た
多
く
の
来
賓
が
駆
け
付
け
、
現
在
の
部

会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
代
の
部
会
長
や
事

務
局
を
合
わ
せ
て
47
名
の
関
係
者
が
出
席

す
る
、
盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

遠
藤
和
明
部
会
長
は
式
辞
の
中
で
、
先

達
が
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
数
々
の
取
り

組
み
を
振
り
返
り
、
50
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
歴
代
部
会
長
に
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
、
６
名
が
熊
谷
組
合
長
よ

り
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

各
関
係
機
関
か
ら
も
多
く
の
祝
電
が
寄

せ
ら
れ
、
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や

か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
式
典
は
、
当

Ｊ
Ａ
真
田
専
務
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
盛
会

裏
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
た
歴
代
部
会
長
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

表彰された歴代部会長

百
合
根
生
産
部
会
50
周
年
記
念
式
典

歴
史
を
振
り
返
る

　

第
72
回
目
の
通
常
総
代
会
が
、
令
和

５
年
４
月
６
日
㈭
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
長
期
的
な

円
安
な
ど
に
よ
り
、
生
産
諸
資
材
の
高

騰
を
始
め
と
し
た
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一
丸
と
な
っ
て

進
め
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
北
海
道
５
５

０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』

と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
』
の

達
成
」
の
実
現
に
向
け
、
協
同
組
合
運

動
の
原
点
に
立
ち
返
り
つ
つ
、
Ｊ
Ａ
事

業
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
代
会
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
結

集
す
る
Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で

す
。
総
代
各
位
の
建
設
的
な
ご
意
見
を

頂
き
た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
日　
時　
令
和
５
年
４
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
９
時
開
会

　
　
　
　
（
受
付
は
８
時
30
分
か
ら
）

●
場　
所　
美
瑛
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
農
業
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
大
会
議
室

●
お
願
い　
当
日
は
日
当
を
支
給
い
た

し
ま
す
の
で
、
必
ず
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
議
案

決
算
報
告　
　

令
和
４
年
度
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、

お
よ
び
注
記
表
な
ら

び
に
会
計
監
査
人
お

よ
び
監
事
の
監
査
報

告
に
つ
い
て

議
案
第
１
号　

令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

定
款
の
一
部
変
更
に

つ
い
て　
　

議
案
第
３
号　

定
款
附
属
書
総
代
選

挙
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

令
和
５
年
度
事
業
計

画
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

賦
課
金
の
賦
課
お
よ

び
徴
収
方
法
に
つ
い

て

議
案
第
６
号　

役
員
報
酬
の
支
給
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

◆
報
告
事
項　

１
．
労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
４

年
度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報
告

に
つ
い
て

２
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更

に
つ
い
て

4
月
６
日
㈭ 

第
72
回
通
常
総
代
会
で
す

4
月
６
日
㈭ 

第
72
回
通
常
総
代
会
で
す

4
月
６
日
㈭ 

第
72
回
通
常
総
代
会
で
す

第 4 代

第 5 代

第 6 代

第 7 代

第 8 代

第 9 代

赤　間　辰　雄

柏　倉　秀　伸

米　田　浩　幸

佐　渡　志　郎

藤　原　　　哲

照　本　剛　剰
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FOCUS

焦点

　農水省が今年2月10日に公開した2021年の

農作業事故死亡者数において、65歳以上が約

85％を占めるという衝撃的な数字が明らかに

なりました。

　2021年の農作業事故死亡者数は242人。う

ち、65歳以上が205人を占めます。農業は就

業人口のうち、65歳以上の割合が高い産業で

はありますが、それでも80％を超えてはいま

せん。ここには様々な理由があると思われます

が、何年も農業に携わってきたであろうベテラ

ン世代に事故が多い理由の一つとしては、「今

まで大丈夫だったから」「自分に限ってそんな

ミスはしない」などの、油断が含まれているよ

うな気がしてなりません。「ちょっとだけだか

ら」と思ってシートベルトをしなかった、ヘル

メットを着用しなかった。何かが起こってから

後悔するのは、事故に遭った本人はもちろん、

家族も同じです。家族の安心のためにも、しっ

かりとした備えで作業を行うことが大切です。

　農林水産省では、3月1日～5月31日を春の

農作業安全確認運動の期間と定め、ラジオや無

線などによる声かけ運動、研修実施などの取り

組みを推進しています。美瑛町農業機械協議会

でも情報無線や広報誌での呼びかけを行ってい

ます。雪解けも進み、春耕期がすぐ目の前に迫

っていますので、今一度、自分の安全対策を見

直す機会にしてください。

農作業事故死亡者数
65歳以上が85％を占める

　

報
徳
社
・
青
年
部
・
女
性
部
・
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
各
組
織
で
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度

の
方
針
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

報
徳
社
は
２
月
22
日
に
通
常
総
会

を
開
催
。
新
社
員
と
し
て
職
員
実
践

会
５
名
、
旭
実
践
会
６
名
の
計
11
名

が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
通
常
総
会
終

了
後
に
二
宮
尊
徳
の
偉
業
を
た
ど
る

映
像
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
は
、
３
月

１
日
に
定
期
総
会
を
開
催
し
、
６
名

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
員
数
の
減
少
に
よ
り
、
令

和
５
年
度
か
ら
は
女
性
部
の

サ
ー
ク
ル
の
一
部
と
な
っ
て

活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
体
制
や
、

女
性
部
へ
の
加
入
方
法
な
ど

の
詳
細
が
、
本
誌
９
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
と
女
性
部
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
懸
念
し
、
今
年
も
書

面
に
て
定
期
総
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
青
年
部
・
女

性
部
の
新
役
員
に
は
以
下
の

皆
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

N
EW
S

N
EW
S

N
EW
S

青
年
部・女
性
部
で

　
　
　 
役
員
交
代

新
体
制
に

参　　与

浦島　康平
〈コタン・美馬牛〉

ウラシマ コウヘイ

常任理事

河村　将寿
〈北台・旭〉

カワムラ マサトシ
常任理事

小野　雄貴
〈コタン・美馬牛〉

オノ ユウキ

常任理事

上村　　陸
〈宇莫別・郎根内〉

ウエムラ リク

ブロック長理事

宮島　翔真
〈宇莫別・郎根内〉

ミヤジマ ショウマ
ブロック長理事

平間　喬大
〈東瑛・美沢〉

ヒラマ キョウタ
ブロック長理事

山岸　亮大
〈北台・旭〉

ヤマギシ リョウタ

監　　事

遠藤　俊貴
〈東瑛・美沢〉

エンドウ トシキ

副　部　長

鎌上　拓也
〈東瑛・美沢〉

カマガミ タクヤ
部　　長

坂田　敬太
〈北台・旭〉

サカタ ケイタ

ブロック長理事

渡部　憲寛
〈コタン・美馬牛〉

ワタナベ ノリヒロ

※

敬
称
略

※

〈
　
　
〉　
は
ブ
ロ
ッ
ク
名

令
和
５
年
度

『
青
年
部
』役
員

令
和
５
年
度

『
青
年
部
』役
員

部　　長

有富　幸子
アリトミ サチコ

監　　事

大島  美恵子
オオシマ ミエコ

令
和
５
年
度

『
女
性
部
』役
員

令
和
５
年
度

『
女
性
部
』役
員
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本
格
的
な
春
耕
期
を
前
に
し
て
、
令
和

５
年
度
の
方
針
を
決
定
。
２
月
20
日
か
ら

３
月
20
日
ま
で
に
８
つ
の
部
会
お
よ
び
組

織
で
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
生
産
部
会
定
期
総
会
で
は
、
橋
本
部
会

長
が
「
今
年
度
は
研
修
会
も
開
催
予
定
。

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
あ
い
、
少
し
で
も

コ
ス
ト
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
稲
作
生
産
部

会
定
期
総
会
で
は
、
稲
作
生
産
部
会
で
は

初
と
な
る
共
励
会
を
開
催
。
な
な
つ
ぼ
し

の
部
で
鈴
木
福
太
郎
さ
ん
が
、
ゆ
め
ぴ
り

か
の
部
で
渡
辺
秀
二
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

白
金
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
部
会
は
、
２

月
22
日
に
定
期
総
会
を
開
催
。
部
会
員
の

戸
数
減
少
に
伴
い
、
役
員
の
地
区
割
と
定

数
に
つ
い
て
規
約
を
変
更
し
、
定
期
総
会

終
了
後
に
は
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

馬
鈴
薯
生
産
部
会
で
は
、
２
月
24
日
に

定
期
評
議
員
会
を
開
催
。
普
及
セ
ン
タ
ー

や
カ
ル
ビ
ー
㈱
な
ど
を
始
め
と
し
た
関
係

機
関
か
ら
、
多
く
の
来
賓
が
駆
け
付
け
ま

し
た
。

　

長
葱
生
産
部
会
は
２
月
27
日
に
定
期
総

会
を
開
催
し
、
昨
年
行
っ
た
道
外
視
察
研

修
の
訪
問
先
で
あ
る
苗
生
産
者
の
、
現
在

の
ほ
場
の
様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
に
は
、
加
工
馬
鈴
薯
コ
ン
ト

ラ
協
議
会
が
定
期
総
会
を
開
催
。
令
和
５

年
度
は
１
６
８
ｈ
ａ
の
ほ
場
の
収
穫
を
請

け
負
う
見
込
み
が
立
っ
て
い
る
た
め
、
よ

り
ス
ム
ー
ズ
な
作
業
進
行
の
重
要
性
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
に
は
、
百
合
根
生
産
部
会
が

定
期
総
会
を
開
催
。
設
立
50
周
年
記
念
式

典
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
、
先
達
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
積
み
重
ね
て
い
く
事
業
計
画
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

酪
農
振
興
部
会
は
、
３
月
20
日
に
定
期

総
会
を
開
催
。
乳
価
の
上
昇
は
あ
っ
た
も

の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
の
中
で

の
事
業
方
針
を
決
定
し
た
ほ
か
、
白
金
牧

場
の
運
営
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
が
あ
っ
た
部
会
・
組
織
の
新

三
役
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

女
性
部
パ
ン
作
り
サ
ー
ク
ル
は
、
２
月

27
日
と
２
月
28
日
の
２
日
間
に
渡
っ
て
研

修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
北
瑛
の
レ
ス
ト
ラ
ン

bi.ble

が
会
場
。
パ
ン
工
房
の
小
川
シ
ェ

フ
を
講
師
に
迎
え
、
４
種
の
パ
ン
を
作
り

ま
し
た
。
プ
ロ
の
技
を
間
近
に
感
じ
、
特

に
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
を
丸
め
る
作
業
で
は
、

早
さ
・
正
確
さ
に
参
加
者
か
ら
感
嘆
の
声

が
も
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
焼
き
あ
が
っ
た
パ
ン
を
レ

ス
ト
ラ
ン
内
で
コ
ー
ヒ
ー
と
共
に
試
食
。

満
足
の
い
く
出
来
に
、
参
加
者
か
ら
も
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

プロに学ぶ貴重な機会

各
部
会
で

定
期
総
会
を
開
催

女
性
部
パ
ン
作
り

　
　
サ
ー
ク
ル
研
修

プ
ロ
の
技
を
学
ぶ

部 会 長

副部会長

〃

監　　事

〃

村　井　隆　之

岡　崎　賢　輔

山　崎　裕一郎

草　野　将　樹

河　村　将　弘

稲作生産部会 

ムラ イ タカ ユキ

オカ ザキ ケン スケ

ヤマ ザキ ユウ イチロウ

クサ ノ マサ キ

カワ ムラ マサ ヒロ

会　　長

副 会 長

監　　事

浦　島　貴　之

上　村　昌　規

増　山　勝　範

加工馬鈴薯コントラ協議会

ウラ シマ タカ ユキ

ウエ ムラ マサ キ

マス ヤマ カツ ノリ

部 会 長

副部会長

〃

監　　事

〃

〃
（種子部門）

浦　島　貴　之

福　本　晋　史

小　口　元　範

坂　上　善　彦

舟　山　智　章

栗　原　克　哲

馬鈴薯生産部会

ウラ シマ タカ ユキ

フク モト シン ジ

オ グチ モト ノリ

サカ ウエ ヨシ ヒコ

フナ ヤマ トモ アキ

クリ ハラ カツ ノリ

部 会 長

監 　 事

山　崎　裕一郎

安　東　儀　法

長葱生産部会

ヤマ ザキ ユウ イチロウ

アン ドウ ヨシ ノリ
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第
68
回
　
地
区
懇
談
会

第
68
回
　
地
区
懇
談
会

第
68
回
　
地
区
懇
談
会

●
総
務
部

　
　

◎
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
つ
い
て

・
各
部
署
か
ら
出
欠
の
取
り
ま
と
め
が

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
届
く
。
内
容
の
拡
充
お
よ

び
有
効
活
用
を
願
う
。

・
農
閑
期
を
利
用
し
て
使
用
方
法
の
研

修
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
利
用
者
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・
情
報
発
信
の
運
用
で
利
便
性
の
向
上

を
目
的
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
受
信
は
ス
マ
ホ
で
確
認

で
き
る
が
、
返
信
は
い
ま
だ
に
用
紙

を
印
刷
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
利
用
者
拡
大
に

向
け
て
さ
ら
に
利
便
性
を
向
上
し
て

ほ
し
い
。

　
　

広
報
誌
や
研
修
会
を
通
じ
、
登
録
方

法
を
再
周
知
し
、
利
用
者
拡
充
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
各
部
署
か
ら
の
出
欠
の
と
り

ま
と
め
に
関
し
て
も
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
で

回
答
で
き
る
よ
う
今
夏
頃
か
ら
の
運
用
に

向
け
て
体
制
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　
　

生
産
者
対
応
す
る
部
署
な
ど
で
、

職
員
数
に
不
足
を
感
じ
る
が
人
員
は
足

り
て
い
る
の
か
。

　
　

人
員
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
面
が
あ
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
部
内
連
携
等
に
よ
り
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

ま
す
。

●
金
融
部

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て
農

閑
期
を
利
用
し
て
研
修
会
な
ど
を
開
催

す
る
と
利
用
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
需
要

等
を
確
認
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
利
用
を
推

進
し
て
い
る
が
、
店
舗
窓
口
で
設
定
な

ど
の
詳
細
ま
で
対
応
で
き
る
職
員
を
養

成
し
て
ほ
し
い
。

　
　

内
部
研
修
会
等
に
よ
り
、
窓
口
担
当

者
の
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
知
識
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
営
農
部

　
　

第
11
次
振
興
計
画
策
定
に
は
、
生

産
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
策
定
し
て
ほ

し
い
。

　
　

今
計
画
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、

意
向
調
査
を
実
施
し
、
組
合
員
皆
さ
ん
の

意
見
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　

今
年
の
営
農
計
画
書
（
デ
ー
タ
）

の
作
成
時
に
不
具
合
が
生
じ
て
い
た
の

で
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
改
善
し
て
ほ

し
い
。

　
　

再
精
査
し
、
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

肥
料
費
の
高
騰
に
よ
り
今
後
は
堆

肥
施
用
な
ど
も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ス

プ
レ
ッ
タ
ー
に
対
す
る
助
成
や
コ
ン
ト

ラ
散
布
な
ど
の
支
援
策
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　
　

営
農
指
導
事
業
費
の
見
直
し
も
含
め
、

次
期
振
興
計
画
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
の
独
自
支
援
策
も
考
え
て
ほ
し
い
。

次
期
振
興
計
画
の
中
に
も
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
。

　
　

現
在
、
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
、
農
業
委
員
会
、
普
及
セ

ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
等
で
組
織
す
る
美
瑛
町
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
で
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
に
つ
い
て
は
生
産
費
の
高

騰
に
対
す
る
助
成
が
な
さ
れ
る
が
、
来

年
に
向
け
て
も
Ｊ
Ａ
と
し
て
し
っ
か
り

と
行
政
に
支
援
を
要
請
し
て
ほ
し
い
。

　
　

次
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
情

勢
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ
て
要
請
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

女
性
部
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、

サ
ー
ク
ル
活
動
も
良
い
こ
と
だ
が
、
栽

培
技
術
講
習
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
　

関
連
部
署
と
も
協
議
し
、
サ
ー
ク
ル

活
動
お
よ
び
部
会
活
動
等
、
内
容
の
見
直

し
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

地
区
懇
談
会
の
配
布
資
料
に
つ
い

て
内
容
を
事
前
に
見
せ
て
も
ら
い
た
い

の
で
、
開
催
前
に
紙
も
し
く
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
配
布
し
て
ほ
し
い
。

　
　

配
布
方
法
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の

対
応
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

水
田
を
復
田
し
た
い
が
事
業
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
水
張
す
る
と
水
量
が

足
り
な
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、

土
地
改
良
区
と
連
携
は
取
れ
て
い
る
の

か
。

　
　

「
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
」
内
メ

ニ
ュ
ー
に
お
い
て
実
施
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
事
業
申
請
が
締

め
切
ら
れ
て
い
る
た
め
、
次
年
度
以
降
の

実
施
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
美
瑛
土
地
改
良
区
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
販
売
部

　
　

大
豆
の
受
入
時
期
を
早
く
し
て
ほ

し
い
。

　
　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
受
入
時
期
を
早

め
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
豆
調
整
工
場

で
コ
ン
テ
ナ
等
で
の
受
入
が
で
き
る
よ
う

検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

各
生
産
部
会
の
営
農
改
善
指
導
費

の
見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

再
度
各
生
産
部
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
慮
し
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
の

状
態
が
悪
す
ぎ
る
。
苗
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
に
任
せ
っ
き
り
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
も
っ
と
組
織
的
に
管
理
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
も
生
産
部
会
と
も
確
認
し
な
が

ら
、
ホ
ク
レ
ン
育
苗
生
産
セ
ン
タ
ー
の
指

導
を
受
け
る
な
ど
研
修
を
行
い
改
善
に
努

め
ま
す
。

　
　

◎
生
産
履
歴
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
現
時
点
で
、
繰
越
処
理
が
出
来
な
い

の
で
、
農
作
業
が
始
ま
る
前
に
繰
越

処
理
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を

改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
入
力
を
す
る
と
申
込
み
し

た
の
で
、
紙
の
配
付
が
な
く
な
っ
て

シ
ス
テ
ム
上
で
の
入
力
と
な
っ
た
が
、

シ
ス
テ
ム
全
体
が
使
い
に
く
い
の
で

改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
し
た
農
薬
名
や
肥
料

名
が
選
択
で
き
な
い
の
で
、
入
力
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

生
産
履
歴
シ
ス
テ
ム
の
新
年
度
版
に

つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
お
よ
び
、
防
除
基
準
の
確
定
、
初
期

表
示
薬
剤
の
選
定
等
を
経
た
最
終
確
認
後
、

例
年
３
月
に
様
式
の
公
開
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
次
年
度
か
ら
は
、
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
早
め
る
と
と
も
に
、
新
年
度
版
が
入
力

可
能
に
な
っ
た
旨
を
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
等

に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
は
全
道
共
通
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
具

合
、
改
善
要
望
に
つ
い
て
は
、
開
発
元
へ

お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
詳
細
を
販
売
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

生
産
部
会
の
役
員
に
つ
い
て
、
組

合
員
戸
数
は
年
々
減
少
し
、
若
い
世
代

や
後
継
者
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
地
区

統
合
等
も
含
め
て
役
員
定
数
を
減
ら
し

て
ほ
し
い
。

　
　

生
産
部
会
毎
に
各
地
区
の
状
況
等
を

踏
ま
え
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

小
麦
の
作
付
に
つ
い
て
、
今
後
、

作
付
制
限
を
さ
れ
る
と
離
農
農
地
の
引

受
け
に
支
障
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。

輪
作
は
十
分
理
解
で
き
る
が
現
実
的
な

問
題
と
し
て
、
収
支
や
労
力
を
考
え
る

と
小
麦
が
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
ぜ
ひ
、
サ

イ
ロ
の
増
設
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

作
付
制
限
の
実
施
は
現
時
点
で
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
連
作
に
よ
る
品

質
・
収
量
の
低
下
と
な
ら
な
い
輪
作
体
系

で
の
作
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
サ
イ

ロ
増
設
は
、
作
付
の
増
反
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

現
在
の
コ
ン
ト
ラ
加
工
馬
鈴
薯
収

穫
に
つ
い
て
、
受
入
時
間
の
延
長
を
行

っ
て
ほ
し
い
。
少
し
で
も
収
穫
条
件
の

よ
い
時
期
に
、
バ
リ
ト
ロ
ン
を
フ
ル
稼

働
（
朝
か
ら
晩
ま
で
）
す
る
こ
と
が
、

全
体
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、
ぜ
ひ
、
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

現
況
も
天
候
に
よ
り
延
長
し
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
パ

ー
ト
形
態
で
の
雇
用
者
で
、
労
働
条
件
等

の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
現
状
で
の
受
入
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

小
麦
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
集
中

的
な
搬
入
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め

に
、
受
入
開
始
日
よ
り
も
先
行
し
て
ホ

ッ
パ
ー
を
２
ケ
所
程
度
開
け
る
な
ど
、

受
入
を
早
期
に
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

小
麦
の
適
期
収
穫
時
期
を
確
認
し
な

が
ら
、
柔
軟
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。●

畜
産
部

　
　

土
曜
日
・
日
曜
日
の
乳
質
検
査
結

果
を
、
そ
の
日
の
夕
方
の
搾
乳
ま
で
に

知
り
た
い
た
め
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
利
用

し
て
で
き
な
い
か
。

　
　

生
乳
検
査
結
果
に
お
い
て
は
、
ク
ー

ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
届
い

て
い
る
も
の
を
、
畜
産
部
の
職
員
が
Ｐ
Ｄ

Ｆ
に
し
て
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
あ
げ
て
お
り

ま
す
の
で
、
現
状
の
対
応
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
今
後
、
ク
ー
ラ
ー
か
ら
の
報
告
方

法
が
変
更
に
な
れ
ば
対
応
を
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

●
購
買
部

　
　

農
薬
の
取
り
ま
と
め
申
込
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
価
格
が
参
考
価
格
の
た

め
、
決
ま
っ
た
価
格
で
表
示
し
て
ほ
し

い
。

　
　

で
き
る
だ
け
早
期
に
価
格
設
定
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
　

取
り
ま
と
め
農
薬
申
込
書
を
デ
ー

タ
化
し
て
ほ
し
い
。

　
　

次
年
度
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

肥
料
の
取
扱
い
銘
柄
に
つ
い
て
、

推
奨
す
る
肥
料
の
銘
柄
を
早
く
示
し
て

ほ
し
い
。

　
　

各
部
会
の
研
修
会
や
広
報
誌
な
ど
を

活
用
し
、
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
　

農
薬
お
よ
び
肥
料
の
申
込
み
に
つ

い
て
（
以
下
同
様
）
手
書
き
よ
り
も
簡

単
か
つ
便
利
だ
っ
た
の
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

使
っ
て
の
申
込
用
紙
の
普
及
を
し
て
ほ

し
い
。
各
部
会
で
の
研
修
会
に
間
に
合

う
よ
う
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

申
し
込
み
方
法
の
多
様
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

原
料
高
騰
に
よ
り
資
材
価
格
が
上

昇
し
て
お
り
、
ホ
ク
レ
ン
を
通
じ
て
系

統
で
価
格
交
渉
等
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
積
極
的
に
値
下

げ
交
渉
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

今
後
と
も
ホ
ク
レ
ン
に
対
し
積
極
的

な
働
き
か
け
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　
　

廃
プ
ラ
に
つ
い
て
上
限
３
０
０
ｔ

と
な
っ
て
い
る
が
、
超
過
し
た
場
合
の

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

例
年
処
分
実
績
は
３
０
０
ｔ
を
超
過

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
超
過
し
た
場
合
は

助
成
割
合
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

厳
し
い
農
業
情
勢
も
、

　
　
　
　
一
つ
に
な
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う

　

３
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
第
68
回
地
区
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ

の
役
職
員
が
21
カ
所
の
会
場
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
天
候
も
良
く
、
農
作
業
も
始

ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
会
場
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
よ
り
、
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。
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●
総
務
部

　
　

◎
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
つ
い
て

・
各
部
署
か
ら
出
欠
の
取
り
ま
と
め
が

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
届
く
。
内
容
の
拡
充
お
よ

び
有
効
活
用
を
願
う
。

・
農
閑
期
を
利
用
し
て
使
用
方
法
の
研

修
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
利
用
者
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・
情
報
発
信
の
運
用
で
利
便
性
の
向
上

を
目
的
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
受
信
は
ス
マ
ホ
で
確
認

で
き
る
が
、
返
信
は
い
ま
だ
に
用
紙

を
印
刷
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
利
用
者
拡
大
に

向
け
て
さ
ら
に
利
便
性
を
向
上
し
て

ほ
し
い
。

　
　

広
報
誌
や
研
修
会
を
通
じ
、
登
録
方

法
を
再
周
知
し
、
利
用
者
拡
充
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
各
部
署
か
ら
の
出
欠
の
と
り

ま
と
め
に
関
し
て
も
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
で

回
答
で
き
る
よ
う
今
夏
頃
か
ら
の
運
用
に

向
け
て
体
制
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　
　

生
産
者
対
応
す
る
部
署
な
ど
で
、

職
員
数
に
不
足
を
感
じ
る
が
人
員
は
足

り
て
い
る
の
か
。

　
　

人
員
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
面
が
あ
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
部
内
連
携
等
に
よ
り
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

ま
す
。

●
金
融
部

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て
農

閑
期
を
利
用
し
て
研
修
会
な
ど
を
開
催

す
る
と
利
用
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
需
要

等
を
確
認
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
利
用
を
推

進
し
て
い
る
が
、
店
舗
窓
口
で
設
定
な

ど
の
詳
細
ま
で
対
応
で
き
る
職
員
を
養

成
し
て
ほ
し
い
。

　
　

内
部
研
修
会
等
に
よ
り
、
窓
口
担
当

者
の
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
知
識
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
営
農
部

　
　

第
11
次
振
興
計
画
策
定
に
は
、
生

産
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
策
定
し
て
ほ

し
い
。

　
　

今
計
画
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、

意
向
調
査
を
実
施
し
、
組
合
員
皆
さ
ん
の

意
見
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　

今
年
の
営
農
計
画
書
（
デ
ー
タ
）

の
作
成
時
に
不
具
合
が
生
じ
て
い
た
の

で
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
改
善
し
て
ほ

し
い
。

　
　

再
精
査
し
、
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

肥
料
費
の
高
騰
に
よ
り
今
後
は
堆

肥
施
用
な
ど
も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ス

プ
レ
ッ
タ
ー
に
対
す
る
助
成
や
コ
ン
ト

ラ
散
布
な
ど
の
支
援
策
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　
　

営
農
指
導
事
業
費
の
見
直
し
も
含
め
、

次
期
振
興
計
画
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
の
独
自
支
援
策
も
考
え
て
ほ
し
い
。

次
期
振
興
計
画
の
中
に
も
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
。

　
　

現
在
、
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
、
農
業
委
員
会
、
普
及
セ

ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
等
で
組
織
す
る
美
瑛
町
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
で
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
に
つ
い
て
は
生
産
費
の
高

騰
に
対
す
る
助
成
が
な
さ
れ
る
が
、
来

年
に
向
け
て
も
Ｊ
Ａ
と
し
て
し
っ
か
り

と
行
政
に
支
援
を
要
請
し
て
ほ
し
い
。

　
　

次
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
情

勢
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ
て
要
請
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

女
性
部
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、

サ
ー
ク
ル
活
動
も
良
い
こ
と
だ
が
、
栽

培
技
術
講
習
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
　

関
連
部
署
と
も
協
議
し
、
サ
ー
ク
ル

活
動
お
よ
び
部
会
活
動
等
、
内
容
の
見
直

し
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

地
区
懇
談
会
の
配
布
資
料
に
つ
い

て
内
容
を
事
前
に
見
せ
て
も
ら
い
た
い

の
で
、
開
催
前
に
紙
も
し
く
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
配
布
し
て
ほ
し
い
。

　
　

配
布
方
法
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の

対
応
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

水
田
を
復
田
し
た
い
が
事
業
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
水
張
す
る
と
水
量
が

足
り
な
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、

土
地
改
良
区
と
連
携
は
取
れ
て
い
る
の

か
。

　
　

「
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
」
内
メ

ニ
ュ
ー
に
お
い
て
実
施
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
事
業
申
請
が
締

め
切
ら
れ
て
い
る
た
め
、
次
年
度
以
降
の

実
施
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
美
瑛
土
地
改
良
区
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
販
売
部

　
　

大
豆
の
受
入
時
期
を
早
く
し
て
ほ

し
い
。

　
　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
受
入
時
期
を
早

め
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
豆
調
整
工
場

で
コ
ン
テ
ナ
等
で
の
受
入
が
で
き
る
よ
う

検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

各
生
産
部
会
の
営
農
改
善
指
導
費

の
見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

再
度
各
生
産
部
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
慮
し
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
の

状
態
が
悪
す
ぎ
る
。
苗
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
に
任
せ
っ
き
り
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
も
っ
と
組
織
的
に
管
理
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
も
生
産
部
会
と
も
確
認
し
な
が

ら
、
ホ
ク
レ
ン
育
苗
生
産
セ
ン
タ
ー
の
指

導
を
受
け
る
な
ど
研
修
を
行
い
改
善
に
努

め
ま
す
。

　
　

◎
生
産
履
歴
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
現
時
点
で
、
繰
越
処
理
が
出
来
な
い

の
で
、
農
作
業
が
始
ま
る
前
に
繰
越

処
理
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を

改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
入
力
を
す
る
と
申
込
み
し

た
の
で
、
紙
の
配
付
が
な
く
な
っ
て

シ
ス
テ
ム
上
で
の
入
力
と
な
っ
た
が
、

シ
ス
テ
ム
全
体
が
使
い
に
く
い
の
で

改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
し
た
農
薬
名
や
肥
料

名
が
選
択
で
き
な
い
の
で
、
入
力
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

生
産
履
歴
シ
ス
テ
ム
の
新
年
度
版
に

つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
お
よ
び
、
防
除
基
準
の
確
定
、
初
期

表
示
薬
剤
の
選
定
等
を
経
た
最
終
確
認
後
、

例
年
３
月
に
様
式
の
公
開
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
次
年
度
か
ら
は
、
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
早
め
る
と
と
も
に
、
新
年
度
版
が
入
力

可
能
に
な
っ
た
旨
を
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
等

に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
は
全
道
共
通
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
具

合
、
改
善
要
望
に
つ
い
て
は
、
開
発
元
へ

お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
詳
細
を
販
売
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

生
産
部
会
の
役
員
に
つ
い
て
、
組

合
員
戸
数
は
年
々
減
少
し
、
若
い
世
代

や
後
継
者
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
地
区

統
合
等
も
含
め
て
役
員
定
数
を
減
ら
し

て
ほ
し
い
。

　
　

生
産
部
会
毎
に
各
地
区
の
状
況
等
を

踏
ま
え
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

小
麦
の
作
付
に
つ
い
て
、
今
後
、

作
付
制
限
を
さ
れ
る
と
離
農
農
地
の
引

受
け
に
支
障
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。

輪
作
は
十
分
理
解
で
き
る
が
現
実
的
な

問
題
と
し
て
、
収
支
や
労
力
を
考
え
る

と
小
麦
が
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
ぜ
ひ
、
サ

イ
ロ
の
増
設
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

作
付
制
限
の
実
施
は
現
時
点
で
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
連
作
に
よ
る
品

質
・
収
量
の
低
下
と
な
ら
な
い
輪
作
体
系

で
の
作
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
サ
イ

ロ
増
設
は
、
作
付
の
増
反
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

現
在
の
コ
ン
ト
ラ
加
工
馬
鈴
薯
収

穫
に
つ
い
て
、
受
入
時
間
の
延
長
を
行

っ
て
ほ
し
い
。
少
し
で
も
収
穫
条
件
の

よ
い
時
期
に
、
バ
リ
ト
ロ
ン
を
フ
ル
稼

働
（
朝
か
ら
晩
ま
で
）
す
る
こ
と
が
、

全
体
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、
ぜ
ひ
、
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

現
況
も
天
候
に
よ
り
延
長
し
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
パ

ー
ト
形
態
で
の
雇
用
者
で
、
労
働
条
件
等

の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
現
状
で
の
受
入
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

小
麦
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
集
中

的
な
搬
入
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め

に
、
受
入
開
始
日
よ
り
も
先
行
し
て
ホ

ッ
パ
ー
を
２
ケ
所
程
度
開
け
る
な
ど
、

受
入
を
早
期
に
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

小
麦
の
適
期
収
穫
時
期
を
確
認
し
な

が
ら
、
柔
軟
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。●

畜
産
部

　
　

土
曜
日
・
日
曜
日
の
乳
質
検
査
結

果
を
、
そ
の
日
の
夕
方
の
搾
乳
ま
で
に

知
り
た
い
た
め
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
利
用

し
て
で
き
な
い
か
。

　
　

生
乳
検
査
結
果
に
お
い
て
は
、
ク
ー

ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
届
い

て
い
る
も
の
を
、
畜
産
部
の
職
員
が
Ｐ
Ｄ

Ｆ
に
し
て
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
あ
げ
て
お
り

ま
す
の
で
、
現
状
の
対
応
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
今
後
、
ク
ー
ラ
ー
か
ら
の
報
告
方

法
が
変
更
に
な
れ
ば
対
応
を
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

●
購
買
部

　
　

農
薬
の
取
り
ま
と
め
申
込
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
価
格
が
参
考
価
格
の
た

め
、
決
ま
っ
た
価
格
で
表
示
し
て
ほ
し

い
。

　
　

で
き
る
だ
け
早
期
に
価
格
設
定
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
　

取
り
ま
と
め
農
薬
申
込
書
を
デ
ー

タ
化
し
て
ほ
し
い
。

　
　

次
年
度
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

肥
料
の
取
扱
い
銘
柄
に
つ
い
て
、

推
奨
す
る
肥
料
の
銘
柄
を
早
く
示
し
て

ほ
し
い
。

　
　

各
部
会
の
研
修
会
や
広
報
誌
な
ど
を

活
用
し
、
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
　

農
薬
お
よ
び
肥
料
の
申
込
み
に
つ

い
て
（
以
下
同
様
）
手
書
き
よ
り
も
簡

単
か
つ
便
利
だ
っ
た
の
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

使
っ
て
の
申
込
用
紙
の
普
及
を
し
て
ほ

し
い
。
各
部
会
で
の
研
修
会
に
間
に
合

う
よ
う
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

申
し
込
み
方
法
の
多
様
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

原
料
高
騰
に
よ
り
資
材
価
格
が
上

昇
し
て
お
り
、
ホ
ク
レ
ン
を
通
じ
て
系

統
で
価
格
交
渉
等
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
積
極
的
に
値
下

げ
交
渉
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

今
後
と
も
ホ
ク
レ
ン
に
対
し
積
極
的

な
働
き
か
け
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　
　

廃
プ
ラ
に
つ
い
て
上
限
３
０
０
ｔ

と
な
っ
て
い
る
が
、
超
過
し
た
場
合
の

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

例
年
処
分
実
績
は
３
０
０
ｔ
を
超
過

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
超
過
し
た
場
合
は

助
成
割
合
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
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氏　　　　名氏　　　　名

●
総
務
部

　
　

◎
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
つ
い
て

・
各
部
署
か
ら
出
欠
の
取
り
ま
と
め
が

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
届
く
。
内
容
の
拡
充
お
よ

び
有
効
活
用
を
願
う
。

・
農
閑
期
を
利
用
し
て
使
用
方
法
の
研

修
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
利
用
者
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・
情
報
発
信
の
運
用
で
利
便
性
の
向
上

を
目
的
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
受
信
は
ス
マ
ホ
で
確
認

で
き
る
が
、
返
信
は
い
ま
だ
に
用
紙

を
印
刷
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
利
用
者
拡
大
に

向
け
て
さ
ら
に
利
便
性
を
向
上
し
て

ほ
し
い
。

　
　

広
報
誌
や
研
修
会
を
通
じ
、
登
録
方

法
を
再
周
知
し
、
利
用
者
拡
充
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
各
部
署
か
ら
の
出
欠
の
と
り

ま
と
め
に
関
し
て
も
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
で

回
答
で
き
る
よ
う
今
夏
頃
か
ら
の
運
用
に

向
け
て
体
制
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　
　

生
産
者
対
応
す
る
部
署
な
ど
で
、

職
員
数
に
不
足
を
感
じ
る
が
人
員
は
足

り
て
い
る
の
か
。

　
　

人
員
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
面
が
あ
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
部
内
連
携
等
に
よ
り
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

ま
す
。

●
金
融
部

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て
農

閑
期
を
利
用
し
て
研
修
会
な
ど
を
開
催

す
る
と
利
用
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
需
要

等
を
確
認
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
の
利
用
を
推

進
し
て
い
る
が
、
店
舗
窓
口
で
設
定
な

ど
の
詳
細
ま
で
対
応
で
き
る
職
員
を
養

成
し
て
ほ
し
い
。

　
　

内
部
研
修
会
等
に
よ
り
、
窓
口
担
当

者
の
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
知
識
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
営
農
部

　
　

第
11
次
振
興
計
画
策
定
に
は
、
生

産
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
策
定
し
て
ほ

し
い
。

　
　

今
計
画
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、

意
向
調
査
を
実
施
し
、
組
合
員
皆
さ
ん
の

意
見
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　

今
年
の
営
農
計
画
書
（
デ
ー
タ
）

の
作
成
時
に
不
具
合
が
生
じ
て
い
た
の

で
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
改
善
し
て
ほ

し
い
。

　
　

再
精
査
し
、
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

肥
料
費
の
高
騰
に
よ
り
今
後
は
堆

肥
施
用
な
ど
も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ス

プ
レ
ッ
タ
ー
に
対
す
る
助
成
や
コ
ン
ト

ラ
散
布
な
ど
の
支
援
策
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　
　

営
農
指
導
事
業
費
の
見
直
し
も
含
め
、

次
期
振
興
計
画
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
の
独
自
支
援
策
も
考
え
て
ほ
し
い
。

次
期
振
興
計
画
の
中
に
も
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
。

　
　

現
在
、
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
、
農
業
委
員
会
、
普
及
セ

ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
等
で
組
織
す
る
美
瑛
町
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
で
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
に
つ
い
て
は
生
産
費
の
高

騰
に
対
す
る
助
成
が
な
さ
れ
る
が
、
来

年
に
向
け
て
も
Ｊ
Ａ
と
し
て
し
っ
か
り

と
行
政
に
支
援
を
要
請
し
て
ほ
し
い
。

　
　

次
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
情

勢
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ
て
要
請
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

女
性
部
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、

サ
ー
ク
ル
活
動
も
良
い
こ
と
だ
が
、
栽

培
技
術
講
習
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
　

関
連
部
署
と
も
協
議
し
、
サ
ー
ク
ル

活
動
お
よ
び
部
会
活
動
等
、
内
容
の
見
直

し
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

地
区
懇
談
会
の
配
布
資
料
に
つ
い

て
内
容
を
事
前
に
見
せ
て
も
ら
い
た
い

の
で
、
開
催
前
に
紙
も
し
く
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
配
布
し
て
ほ
し
い
。

　
　

配
布
方
法
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の

対
応
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

水
田
を
復
田
し
た
い
が
事
業
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
水
張
す
る
と
水
量
が

足
り
な
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、

土
地
改
良
区
と
連
携
は
取
れ
て
い
る
の

か
。

　
　

「
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
」
内
メ

ニ
ュ
ー
に
お
い
て
実
施
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
事
業
申
請
が
締

め
切
ら
れ
て
い
る
た
め
、
次
年
度
以
降
の

実
施
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
美
瑛
土
地
改
良
区
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
販
売
部

　
　

大
豆
の
受
入
時
期
を
早
く
し
て
ほ

し
い
。

　
　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
受
入
時
期
を
早

め
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
豆
調
整
工
場

で
コ
ン
テ
ナ
等
で
の
受
入
が
で
き
る
よ
う

検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

各
生
産
部
会
の
営
農
改
善
指
導
費

の
見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

再
度
各
生
産
部
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
慮
し
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
の

状
態
が
悪
す
ぎ
る
。
苗
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
に
任
せ
っ
き
り
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
も
っ
と
組
織
的
に
管
理
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
も
生
産
部
会
と
も
確
認
し
な
が

ら
、
ホ
ク
レ
ン
育
苗
生
産
セ
ン
タ
ー
の
指

導
を
受
け
る
な
ど
研
修
を
行
い
改
善
に
努

め
ま
す
。

　
　

◎
生
産
履
歴
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
現
時
点
で
、
繰
越
処
理
が
出
来
な
い

の
で
、
農
作
業
が
始
ま
る
前
に
繰
越

処
理
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を

改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
入
力
を
す
る
と
申
込
み
し

た
の
で
、
紙
の
配
付
が
な
く
な
っ
て

シ
ス
テ
ム
上
で
の
入
力
と
な
っ
た
が
、

シ
ス
テ
ム
全
体
が
使
い
に
く
い
の
で

改
善
し
て
ほ
し
い
。

・
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
し
た
農
薬
名
や
肥
料

名
が
選
択
で
き
な
い
の
で
、
入
力
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

生
産
履
歴
シ
ス
テ
ム
の
新
年
度
版
に

つ
き
ま
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
お
よ
び
、
防
除
基
準
の
確
定
、
初
期

表
示
薬
剤
の
選
定
等
を
経
た
最
終
確
認
後
、

例
年
３
月
に
様
式
の
公
開
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
次
年
度
か
ら
は
、
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
早
め
る
と
と
も
に
、
新
年
度
版
が
入
力

可
能
に
な
っ
た
旨
を
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
等

に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
は
全
道
共
通
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
具

合
、
改
善
要
望
に
つ
い
て
は
、
開
発
元
へ

お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
詳
細
を
販
売
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

生
産
部
会
の
役
員
に
つ
い
て
、
組

合
員
戸
数
は
年
々
減
少
し
、
若
い
世
代

や
後
継
者
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
地
区

統
合
等
も
含
め
て
役
員
定
数
を
減
ら
し

て
ほ
し
い
。

　
　

生
産
部
会
毎
に
各
地
区
の
状
況
等
を

踏
ま
え
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
　

小
麦
の
作
付
に
つ
い
て
、
今
後
、

作
付
制
限
を
さ
れ
る
と
離
農
農
地
の
引

受
け
に
支
障
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。

輪
作
は
十
分
理
解
で
き
る
が
現
実
的
な

問
題
と
し
て
、
収
支
や
労
力
を
考
え
る

と
小
麦
が
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
ぜ
ひ
、
サ

イ
ロ
の
増
設
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

作
付
制
限
の
実
施
は
現
時
点
で
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
連
作
に
よ
る
品

質
・
収
量
の
低
下
と
な
ら
な
い
輪
作
体
系

で
の
作
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
サ
イ

ロ
増
設
は
、
作
付
の
増
反
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

現
在
の
コ
ン
ト
ラ
加
工
馬
鈴
薯
収

穫
に
つ
い
て
、
受
入
時
間
の
延
長
を
行

っ
て
ほ
し
い
。
少
し
で
も
収
穫
条
件
の

よ
い
時
期
に
、
バ
リ
ト
ロ
ン
を
フ
ル
稼

働
（
朝
か
ら
晩
ま
で
）
す
る
こ
と
が
、

全
体
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、
ぜ
ひ
、
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

現
況
も
天
候
に
よ
り
延
長
し
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
パ

ー
ト
形
態
で
の
雇
用
者
で
、
労
働
条
件
等

の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
現
状
で
の
受
入
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

小
麦
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
集
中

的
な
搬
入
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め

に
、
受
入
開
始
日
よ
り
も
先
行
し
て
ホ

ッ
パ
ー
を
２
ケ
所
程
度
開
け
る
な
ど
、

受
入
を
早
期
に
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

小
麦
の
適
期
収
穫
時
期
を
確
認
し
な

が
ら
、
柔
軟
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。●

畜
産
部

　
　

土
曜
日
・
日
曜
日
の
乳
質
検
査
結

果
を
、
そ
の
日
の
夕
方
の
搾
乳
ま
で
に

知
り
た
い
た
め
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
利
用

し
て
で
き
な
い
か
。

　
　

生
乳
検
査
結
果
に
お
い
て
は
、
ク
ー

ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
届
い

て
い
る
も
の
を
、
畜
産
部
の
職
員
が
Ｐ
Ｄ

Ｆ
に
し
て
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
あ
げ
て
お
り

ま
す
の
で
、
現
状
の
対
応
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
今
後
、
ク
ー
ラ
ー
か
ら
の
報
告
方

法
が
変
更
に
な
れ
ば
対
応
を
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

●
購
買
部

　
　

農
薬
の
取
り
ま
と
め
申
込
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
価
格
が
参
考
価
格
の
た

め
、
決
ま
っ
た
価
格
で
表
示
し
て
ほ
し

い
。

　
　

で
き
る
だ
け
早
期
に
価
格
設
定
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
　

取
り
ま
と
め
農
薬
申
込
書
を
デ
ー

タ
化
し
て
ほ
し
い
。

　
　

次
年
度
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

肥
料
の
取
扱
い
銘
柄
に
つ
い
て
、

推
奨
す
る
肥
料
の
銘
柄
を
早
く
示
し
て

ほ
し
い
。

　
　

各
部
会
の
研
修
会
や
広
報
誌
な
ど
を

活
用
し
、
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
　

農
薬
お
よ
び
肥
料
の
申
込
み
に
つ

い
て
（
以
下
同
様
）
手
書
き
よ
り
も
簡

単
か
つ
便
利
だ
っ
た
の
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

使
っ
て
の
申
込
用
紙
の
普
及
を
し
て
ほ

し
い
。
各
部
会
で
の
研
修
会
に
間
に
合

う
よ
う
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

申
し
込
み
方
法
の
多
様
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

原
料
高
騰
に
よ
り
資
材
価
格
が
上

昇
し
て
お
り
、
ホ
ク
レ
ン
を
通
じ
て
系

統
で
価
格
交
渉
等
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
積
極
的
に
値
下

げ
交
渉
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

今
後
と
も
ホ
ク
レ
ン
に
対
し
積
極
的

な
働
き
か
け
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　
　

廃
プ
ラ
に
つ
い
て
上
限
３
０
０
ｔ

と
な
っ
て
い
る
が
、
超
過
し
た
場
合
の

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

例
年
処
分
実
績
は
３
０
０
ｔ
を
超
過

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
超
過
し
た
場
合
は

助
成
割
合
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

美
瑛
町
の
農
業
を
支
え
る
新
し
い
力
が
、

今
年
も
新
農
業
人
と
し
て
仲
間
入
り
。
３

月
22
日
に
新
農
業
人
研
修
並
び
に
長
期
農

業
研
修
修
了
証
書
授
与
式
が
開
催
さ
れ
、

４
名
の
新
農
業
人
研
修
修
了
者
と
、
２
名

の
長
期
農
業
研
修
修
了
者
が
出
席
し
ま
し

た
。
出
席
し
た
研
修
修
了
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
角
和
美
瑛
町
長
か
ら
修
了
証
書
が
手

交
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
に
は
、
角
和
町
長
、
当
Ｊ
Ａ
熊

谷
組
合
長
を
始
め
と
し
て
、
吉
川
美
瑛
町

農
林
課
長
、
当
Ｊ
Ａ
鈴
木
営
農
部
長
も
駆

け
付
け
ま
し
た
。
角
和
町
長
は
お
祝
い
の

言
葉
と
し
て
、
「
農
業
は
美
瑛
町
の
経
済

を
引
っ
張
っ
て
い
く
基
幹
産
業
。
若
い
皆

さ
ん
に
も
、
広
い
大
き
な
視
野
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
農
業
は
家
族

や
仲
間
、
地
域
の
人
な
ど
人
の
輪
が
大
切
。

美
瑛
町
役
場
も
皆
さ
ん
を
応
援
し
続
け
る

の
で
、
ぜ
ひ
相
談
を
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

新
農
業
人
並
び
に
長
期
研
修
修
了
者
の

皆
さ
ん
が
一
人
ひ
と
り
今
後
の
美
瑛
町
農

業
を
担
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
を

述
べ
、
出
席
者
が
拍
手
で
激
励
。
式
典
の

終
了
後
に
は
出
席
者
全
員
で
記
念
撮
影
を

行
い
、
新
た
な
力
と
な
る
皆
さ
ん
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。
研
修
を
修
了
し
た
の
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
。

門出を祝しての記念撮影

ルベシベ会場での懇談会

新
農
業
人
並
び
に
長
期
農
業
研
修

　
　
　  

修
了
証
書
授
与
式
が
開
催

河　合　智　史

渡　辺　大　介

菅　井　朱　音

佐　藤　真　也

福　本　龍　都

関　口　　　真

古　川　紫　音

新農業人研修修了者
カワ イ サト シ

ワタ ナベ ダイ スケ

スガ イ アカ ネ

サ トウ シン ヤ

フク モト リュウ ト

セキ グチ タダシ

フル カワ シ オン

山　下　泰　弘

小　川　凌　矢

長期農業研修修了者
ヤマ シタ ヤス ヒロ

オ ガワ リョウ ヤ
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よろしくお願いします！
新採用職員９名

よろしくお願いします！
新採用職員９名

　春は出会いの季節。当ＪＡにも、期待に胸を膨らませ、５名の新卒採用職員と、
４名のキャリア採用職員が入組しましたので、ご紹介いたします。
　春は出会いの季節。当ＪＡにも、期待に胸を膨らませ、５名の新卒採用職員と、
４名のキャリア採用職員が入組しましたので、ご紹介いたします。

①
広
尾
町　

②
購
買
部
農
業
機
械
課
臨
時
職

員　

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

④
ラ
ー
メ

ン
・
お
寿
司
・
焼
肉　

⑤
今
ま
で
の
仕
事
を

よ
り
効
率
的
に
で
き
る
よ
う
に
し
、
新
し
い

こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 相澤　昌吾

あいざわ しょうご

①
美
瑛
町　

②
旭
川
商
業
高
等
学
校

③
音
楽
鑑
賞　

④
ス
イ
ー
ツ

⑤
少
し
で
も
美
瑛
町
へ
貢
献
し
て
い
け
る

よ
う
、
日
頃
か
ら
１
つ
１
つ
の
知
識
を
身

に
着
け
、
一
日
で
も
早
く
自
分
の
仕
事
を

こ
な
す
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

安藤  にいな
あんどう

①
美
瑛
町　

②
燃
料
会
社

③
釣
り　

④
寿
司

⑤
先
輩
方
の
ご
指
導
を
心
身
に
受
け
止
め
、

過
去
の
経
験
や
知
識
を
生
か
し
て
１
日
で

も
早
く
職
場
に
慣
れ
、
地
元
美
瑛
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 伊東　優希

いとう ゆうき

①
東
神
楽
町　

②
総
務
部
管
理
課
臨
時
職

員　

③
旅
行　

④
お
肉

⑤
美
瑛
町
の
農
業
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

大屋　友香
おおや ともか

①
羽
幌
町　

②
羽
幌
高
等
学
校

③
ス
ポ
ー
ツ　

④
オ
ム
ラ
イ
ス

⑤
仕
事
を
早
く
覚
え
、
自
分
の
長
所
を
活

か
し
て
１
日
で
も
早
く
美
瑛
町
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

鈴木　琉偉
すずき るい

①
千
葉
県　

②
中
央
学
院
大
学

③
ゴ
ル
フ
・
音
楽　

④
カ
レ
ー

⑤
入
組
で
き
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

周
り
の
方
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
学

ぶ
姿
勢
を
持
っ
て
美
瑛
町
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

百岳　将希
ひゃくたけ しょうき

①
東
神
楽
町　

②
旭
川
農
業
高
等
学
校

③
運
動　

④
お
寿
司

⑤
早
く
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
、
積
極
的

に
仕
事
に
取
組
み
、
多
く
の
人
の
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮本  ひかる
みやもと

①
大
分
県　

②
釧
路
公
立
大
学

③
サ
ウ
ナ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

④
ラ
ー
メ
ン　

⑤
美
瑛
町
に
貢
献
で
き
る

人
材
に
な
る
た
め
に
、
１
日
で
も
早
く
仕

事
に
慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

森山  翔太郎
もりやま しょうたろう

①
東
川
町　

②
購
買
部
農
業
機
械
課
臨
時
職

員　

③
銭
湯
め
ぐ
り　

④
ラ
ー
メ
ン

⑤
農
業
に
ま
つ
わ
る
機
器
は
分
野
が
多
岐
に

渡
り
、
進
化
も
早
い
た
め
、
日
々
勉
強
の
繰

り
返
し
で
す
。
新
た
な
気
持
ち
で
、
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 山地　永存

やまじ ながまさ

質問事項→①出身地　②最終学歴または前職・現在部署
　　　　　③趣味　④好きな食べ物　⑤入組にあたっての意気込み
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女性部加入するには……
ＪＡの正組合員として登録が必要です。
（１口3,000円～の出資金*1が必要です。）
　　*1……ＪＡが皆さんからお預かりして

ＪＡ事業に利用する資本金のこと。
持分に応じた配当を行うこともあり
ます。

フレッシュミセス会は
女性部と統合します！
フレッシュミセス会は
女性部と統合します！

★新しい女性部はこうなります★

　今までのフレッシュミセス会は……
　　　　①支部ごとに加入・活動（令和４年度は２支部のみ）
　　　　②年々会員数は減少しており、現在の会員数は７名。

★新サークル「親子サークル」
　今までＦミセス会で行っていた、
　親子で参加できるような活動を
　行います！

★個人ごとに加入！
　支部制度を廃止し、どなたでも
　加入できます！

女性部長

サークル

旅行サークル
（総務部）

ＪＡ女性部

監事

ビューティー
サークル
（共済部）

畜肉加工
サークル
（畜産部）

スポーツ
サークル
（金融部）

パン作り
サークル
（販売部）

工場見学
サークル
（購買部）

文化サークル
（営農部）

親子サークル
（営農部） ちょっと楽しそう！

参加するには
どうしたらいいの？

お問い合わせは…

お気軽にお問い合わせください♪

・出資に関しては 
総務部

☎ 92-2111

・女性部に関しては
営農部

☎ 68-7014
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（表1）上川のマッチング状況
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こ
れ
か
ら
本
格
的
な
農
繁
期
を
迎
え
、
ど
う

し
て
も
人
手
が
欲
し
い…

…

！
そ
ん
な
時
に
、

と
て
も
手
軽
で
便
利
な
ア
プ
リ
、
１
日
農
業
バ

イ
ト
『
ｄ
ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
』
（
以
下
「
デ
イ
ワ

ー
ク
」
）
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
１
）
そ
も
そ
も
、
デ
イ
ワ
ー
ク
っ
て
？

　

本
誌
で
も
何
度
か
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
デ
イ
ワ
ー
ク
は
、
生
産
者
と
求
職
者

が
直
接
や
り
取
り
を
し
、
１
日
単
位
で
働

け
る
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
で
す
。

ま
ず
は
、
開
発
元
提
供
の
デ
ー
タ
か
ら
み

る
デ
イ
ワ
ー
ク
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

デ
イ
ワ
ー
ク
は
全
国
に
普
及
し
て
い
て
、

年
々
利
用
者
や
マ
ッ
チ
ン
グ
件
数
も
増
え

て
い
ま
す
。

アプリを活用してバイトを確保しよう！

上川地域のマッチングの推移　2022年（週別）

（表2）空知のマッチング状況

募集人数 成立人数 応募人数

空知地域のマッチングの推移　2022年（週別）
募集人数 成立人数 応募人数

1日農業バイト
『daywork』のご紹介
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2019 2020 2021 2022

4,410人 16,493人 41,587人 82,485人
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※

全
国
で
は
こ
の
４
年
で
マ
ッ
チ
ン
グ
数
が
約
20
倍
に
な
っ

て
い
て
、
デ
イ
ワ
ー
ク
が
全
国
に
普
及
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

※

デ
イ
ワ
ー
ク
が
最
初
に
始
ま
っ
た
十
勝
地
域
で
は
、
他
の

地
域
と
比
べ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
数
が
桁
違
い
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

（表3）全国のマッチングの状況　　

マッチングの推移　全国

　（表4）十勝のマッチング状況

募集人数 成立人数 応募人数

十勝地域のマッチングの推移　2022年（週別）
募集人数 成立人数 応募人数

※上川地域のマッチング状況は、５月の繁忙期は１週間で１４０人に対し、同じ時期の空知地域では１週間で
４００人がマッチングしています。上川地域で一番人手が必要になる９月を見ても空知地域の方がマッチン
グ数が多く、仕事の登録数が多い地域に求職者が集まる傾向があります。
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次
に
、
デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
働
い
て
い
る
人
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※

求
職
者
の
農
作
業
経
験
で
は
「
全
く
な

い
・
ほ
と
ん
ど
な
い
」
が
最
も
多
い
状

況
で
す
。
ア
プ
リ
が
普
及
す
る
に
つ
れ

て
働
く
人
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
経

験
者
と
変
化
し
ま
す
。

※

農
作
業
頻
度
で
は
「
月
に
１
〜
３
回
」

が
最
も
多
く
「
数
か
月
に
１
回
」
「
週

に
１
〜
２
回
」
と
続
き
ま
す
。
毎
日
ず

っ
と
来
ら
れ
る
と
い
う
方
が
希
少
だ
と

い
う
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

※

「
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
空
い
た
時
間
に

単
発
で
働
き
た
い
」
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

（表５）アプリ利用前の農作業経験

求職者：アプリ利用前の農作業経験
全くない・ほとんどない 農業法人等でのパート・アルバイト勤務
農業法人等での正社員勤務 親戚・知人の農作業手伝い その他（自由記載）

求職者：アプリでの農作業頻度
週7回 週5～6 週3～4 週1～2 月1～3
数か月に1回 半年に1回 1年に1回以下 活用予定はない

（表７）どのような形態で働きたいか

求職者：どのような形態で働きたいか？
アプリを活用して空いた時間に単発で働きたい パート・アルバイトとして一定時間働きたい
職業（正社員）として働きたい 働くことは考えていない その他（自由記載）

（表６）アプリでの農作業頻度
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生
産
者
か
ら
は
、
デ
イ
ワ
ー
ク
の
以
下

の
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
ア
プ
リ
が
無
料
で
利
用
で
き
る

　

②
急
な
募
集
で
も
人
が
見
つ
か
る

　

③
仕
事
内
容
を
自
由
に
設
定
で
き
る

　

便
利
な
部
分
が
多
数
あ
る
一
方
で
、
求

職
さ
れ
る
方
の
傾
向
を
理
解
し
た
上
で
ア

プ
リ
を
活
用
し
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
マ

ッ
チ
ン
グ
し
な
い
、
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
も

お
互
い
に
納
得
の
い
く
結
果
に
な
ら
な
い

な
ど
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
求
職
者
の
傾
向
を
理
解
し
た
上
で
の

ア
プ
リ
の
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
際
は

　

便
利
な
ア
プ
リ
で
も
、
使
い
方
次
第
で

は
自
分
が
思
い
描
い
て
い
た
も
の
と
は
ま

っ
た
く
違
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
。
利
用
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
１　

余
裕
を
持
っ
て
求
人
登
録
し
ま
し
ょ
う
！

　

ア
プ
リ
を
利
用
し
て
働
い
て
い
る
方
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
び
え
い
だ
け
に

限
ら
ず
、
他
の
地
域
、
他
の
生
産
者
も
利

用
し
て
い
ま
す
。
確
実
に
人
員
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る

場
合
は
早
め
に
求
人
登
録
を
し
ま
し
よ
う
。

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
２　

法
令
を
遵
守
し
よ
う
！

　

１
日
農
業
バ
イ
ト
と
は
い
え
法
令
を
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
点
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
①
労
働
条
件
を
伝
え
ま
し
ょ
う

　
　

１
日
農
業
バ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
、
使

用
者
と
労
働
者
と
の
間
で
は
雇
用
契
約

が
必
要
で
す
。
労
働
基
準
法
で
は
、
労

働
者
に
対
し
て
労
働
条
件
を
明
示
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

⇒
ア
プ
リ
内
で
労
働
条
件
通
知
書
が
自

動
的
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
で
対
応
が

可
能
で
す
。

　
②
最
低
賃
金
は
必
ず
守
ろ
う

　
　

北
海
道
の
最
低
賃
金
は
、
２
０
２
３

年
４
月
１
日
現
在
で
時
間
額
「
９
２
０

円
」
で
す
。
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
③
賃
金
台
帳
等
の
作
成
を

　
　

給
与
・
労
務
管
理
は
１
日
農
業
バ
イ

ト
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
３　

労
災
保
険
に
は
必
ず
入
り
ま
し
ょ
う

　

「
労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾

病
に
か
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
使
用

者
は
そ
の
費
用
で
必
要
な
療
養
を
行
い
、

又
は
必
要
な
療
養
の
費
用
を
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
危
険
な
作
業
は
な
い
か
ら
」
な
ど

と
油
断
せ
ず
、
も
し
も
の
備
え
を
し
っ
か

り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

１
日
農
業
バ
イ
ト
デ
イ
ワ
ー
ク
で
「
選

ば
れ
る
生
産
者
」
「
働
き
に
来
た
い
地

域
」
と
な
る
た
め
に
。

①
賃
金
は
「
日
当
」
で
あ
る
理
由
を
ご
理

解
く
だ
さ
い

　
　

「
農
業
は
時
給
だ
か
ら
」
と
早
上
が

り
を
さ
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
分
予
定
し

て
い
た
よ
り
賃
金
が
安
く
な
る
よ
う
で

は
、
求
職
者
が
働
き
た
い
と
思
え
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
求
職
者
は
一
日

時
間
を
空
け
て
「
ト
ー
タ
ル
で
い
く
ら

稼
げ
る
か
？
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

②
求
職
者
と
は
マ
メ
に
連
絡
を
と
り
ま
し

ょ
う

　
　

応
募
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、
放
置

せ
ず
親
切
・
丁
寧
な
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
仕
事
を

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
第
一
印
象
が

大
切
で
す
。

③
ア
プ
リ
を
経
由
し
な
い
雇
用
は
お
や
め

く
だ
さ
い

　
　

ア
プ
リ
を
経
由
し
な
い
で
直
接
雇
用

す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
求
職
者
に
実
績
（
履
歴
）
が
残
ら

ず
、
次
の
バ
イ
ト
先
を
決
め
る
際
に
不

利
と
な
り
ま
す
。
ア
プ
リ
の
ル
ー
ル
を

守
っ
た
雇
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
ア
プ
リ
の
利
用
の
仕
方
な
ど
で
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
営
農
部
（
☎
６

８-

７
０
１
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

1日農業バイトdaywork
アプリはこちらから
ダウンロード
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（直径20cm×1枚分）

4
【全体運】パワフルに過ごせます。志を高く
持ち妥協しない姿勢で運が開けます。遊び
心を忘れず楽しみながら進めて
【健康運】検診で健康チェックを。早期発見
で大病を回避
【幸運の食べ物】アスパラガス

【全体運】大きな追い風に吹かれ忙しくな
りそうです。パワーのあるときなのでセー
ブせずに全力で取り組めば好結果に
【健康運】休憩の時間を多めに。ストレスは
随時発散を
【幸運の食べ物】コゴミ

【全体運】運勢は盛り上がり大きな進展が
見られます。あなたらしく未来志向でいき
ましょう。過去の問題には触れないで
【健康運】痛みなどの再発に注意。ケアに力
を入れて
【幸運の食べ物】さんしょう

【全体運】不安な状況も次第に解消へ。あま
り思い悩まず「何とかなる」と、ドンと構え
て。朗報がもたらされ好転します
【健康運】旬の食材を使ったメニューで元
気を補充して
【幸運の食べ物】キクラゲ

【全体運】外野が騒がしく大変そうですが、
皆があなたのことを思ってくれています。
感謝の気持ちを持って事に当たって
【健康運】大人数でする運動やスポーツに
ツキあり
【幸運の食べ物】サヤエンドウ

【全体運】頑張っているのにうまくいかずい
ら立つことが。そもそものやり方が間違って
いるのかも。状況を分析し直せば好転します
【健康運】うっかり、ぼんやりでけがのない
ように
【幸運の食べ物】ゼンマイ

【全体運】人との交流が現状を大きく変え
ていきます。今まで関わってこなかったこ
とにも耳を傾けて。うれしいお誘いも
【健康運】喉のケアが大切。外出後は必ずう
がいを
【幸運の食べ物】タラの芽

【全体運】吉凶混合運です。その場だけで一
喜一憂しないで。前向きな姿勢が吉運を引
き寄せます。うれしい贈り物の予感も
【健康運】血圧は小まめにチェック。軽い散
歩が◎
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】交友関係が活発化。うわさ話は控
えて。正確な情報発信があなたの信頼を高
めます。家族優先が◎
【健康運】生活リズムの維持を心がけて。発
酵食品にツキ
【幸運の食べ物】タケノコ

【全体運】せいては事を仕損じます。力をた
めてチャンスを待ちましょう。耳に痛いア
ドバイスこそあなたの役に立つはず
【健康運】目や歯に違和感を感じたら早め
に病院へ
【幸運の食べ物】レタス

【全体運】周到な準備が好結果を招きます。
丁寧な作業を心がけて。また、不足がある
場合は無理せず延期にするのが正解です
【健康運】楽しみながらできる運動で筋力
アップ
【幸運の食べ物】ノビル

【全体運】困っていた問題は解決に向かい、
のんびり過ごせそう。迷ったときは利益優先
を控えて成り行きに任せると吉
【健康運】体力アップのチャンス。新メニュー
も試して
【幸運の食べ物】グリーンピース

ナバナ（菜の花）がアクセ
ントの中華風餅

菜の花餅

ダイコン
干しシイタケ
干しエビ（中華用）
ナバナ
ごま油
上新粉
牛乳
しょうゆ、酢、からし、ラー油など

………………200g
……………2枚

……10g
…………………6本
………………大さじ1
………………150g

…………………200ml

………………各適宜

①ダイコンをすりおろし、その中に干しシイタケを浸して戻しておく。干しエビはひたひ
たのぬるま湯に10分ほど漬け、干しシイタケと共に粗めのみじん切りにする。ナバナ
は半分に切っておく。

②フライパンにごま油を入れて熱し、①の干しシイタケ、干しエビを入れて炒める。干し
エビの戻し汁と大根おろしを加えて煮含め、冷ましておく。

③ボウルに②と上新粉を入れて混ぜ合わせ、牛乳を加えてよく混ぜる。クッキングシー
トを敷いた深皿に1～1.5cmの厚さに流し入れ、①のナバナをのせて少し押し付ける
ように埋め込み、ラップをかけて電子レンジで約5分加熱する。

④粗熱が取れたら水でぬらした包丁で6等分に切り、フライパンにごま油（分量外）を
熱して両面を香ばしく焼く。皿に盛り付けて、しょうゆ、酢、からし、ラー油などを添
える。

牛乳をもっと食卓に

おいしい
ミルクレシピ

出典●JミルクWEBサイト「ミルクレシピ」
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63

ハガキは63円です

19 13 16 191

7 112

8 7 73

9 14 7 20

7 12 177

10 7 184

7 155

E

E A

E E

E E

EE

E

6

7

7

D

E

B

E C

①
唱
歌
『
花
』
に
歌
わ
れ
て
い
る
川

②
写
真
な
ど
を
撮
影
す
る
た
め
の
施

設
③
ラ
ク
ダ
や
ア
ル
パ
カ
に
似
た
ア
ン

デ
ス
地
方
の
動
物

④
ク
ジ
ラ
よ
り
小
さ
め
で
す

⑥
４
月
な
の
に
冷
え
る
な
あ
、―

―

の
戻
り
か
な

⑨
書
類
の
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
部

分
⑪
新
１
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご―

―

お

め
で
と
う
！

⑬
爬
虫
（
は
ち
ゅ
う
）
類
は
変
温
動

物
、
哺
乳
類
は―

―

動
物

⑮
１
、
３
、
５
、
７
、
９…

…

⑰
日
本
人
の
主
食
で
す

⑲
船
を
着
け
ま
す

②
野
球
の
Ｂ
Ｓ
Ｏ
の
Ｓ

⑤
敵
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑦
正
し
い
答
え
に
付
け
る
マ
ー
ク

⑧
遠
く
て
近
き
は―

―

の
仲

⑩
シ
オ
マ
ネ
キ
も
こ
の
仲
間
で
す

⑫
得
意
な
も
の
。
漢
字
で
書
く
と
十

八
番

⑭
体
温
計
を
挟
み
ま
す

⑯
空
弁
（
そ
ら
べ
ん
）
が
売
ら
れ
て

い
る
所

⑱
田
畑
を
耕
す
道
具
の
１
つ

⑳
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
最
後
の
字
。
Ω
、

ω
と
書
き
ま
す

㉑
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
の
会
場

で
す

Ｅ
↓
Ａ

☆
当
選
者
は

伊　

藤　
　
　

結 

さ
ん

岡　

崎　

一　

佳 

さ
ん

角　

田　

昭　

子 

さ
ん

中　

澤　

明　

美 

さ
ん

松　

本　

優　

香 

さ
ん

　

 

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎月15日（当日消印有効）、当選者は次号でお知らせします。

★ ★ ★ ★

JAびえい
職員ｆｉｌｅ

ｆｉｌｅ．16 多趣味なロマンチスト？

美瑛町
出身地

ワカサギ
好きな食べ物

釣りやバイクなどいろいろありますが、長く天体観測をやっていて、望
遠鏡できれいに撮れた写真を振り返る時、充実感があります。

最近のマイブーム

振り返って驚きましたが、臨時職員として入組してから、思っていた以
上に長い時間が経過していました。その間、組合員の皆さんの優しさに
触れたり、時には叱咤激励を受けたりしながら、ここまで来られたこと
に感謝しています。これからも色々な場面でお世話になるかと思われま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

組合員の皆さんへ

☆
先
月
号
の
こ
た
え
は

『
イ
チ
ゴ
ガ
リ
』で
し
た

ヒ ガ ン ＠ ホ タ ル
シ マ ＠ ス ラ イ ス
モ ン ダ イ ＠ ヤ ＠
チ ＠ リ リ ク ＠ ハ
＠ ト ＠ ヨ コ ハ マ
ミ チ ス ウ ＠ タ グ
ス ギ ナ ＠ ナ ゴ リ

8 14 19 211

7 15 182

12 7 192

9 16 7

7 13 203

10 7 17 74

11

E

E E D

E

A E

E

E E

5

6

7

7

7

E

E

B

E C

※応募の際にご記入いただいた個人情報は、賞品の抽
選・発送に利用させていただきます。また、ご意見ご感
想については、本誌編集の参考にさせていただきます。
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お知らせ

JAび
えいからの

春のオイル・タイヤ
キャンペーン実施中！

窓口
ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157
オートサービスセンター　☎92-2156

　４月１日㈯から「春のオイル・タイヤキャンペー
ン」を実施いたします。
　期間中に「オイル交換」または「タイヤ予約・購
入」のお客さまには、うれしい特典をご用意しており
ます。皆さまのご来店をお待ちしております！

◆日程：令和５年４月１日㈯から５月31日㈬まで
◆場所：ホクレン美瑛北町給油所
　　　　オートサービスセンター
◆内容：①オイル交換時のエレメント半額サービス！
　　　　（軽自動車および普通乗用車に限る・エレメ

ントのみの購入は除く）
　　　　　さらに、アロック会員ポイント進呈！
　　　　②タイヤ予約・購入（新品4本セット）で、

BOXティッシュ５箱プレゼント！
　　　　　さらに、タイヤ組替・バランス工賃・廃タ

イヤ処分料サービス！アロックＶＩＰ会員
なら店頭給油値引！

ホクレン配達燃料の盗難補償
（灯油・軽油）について

窓口 ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

　近年、全道的に灯油等の盗難被害が多発しておりま
す。このことから、お客様への安全・安心を目的に、
当スタンドでは盗難補償を付保していますのでお知ら
せします。

◆保証期間：令和５年４月１日㈯から
　　　　　　令和６年３月31日㈰（１年間）
◆補償対象：家庭用灯油および営農用燃料油
　　　　　　（灯油・軽油）
◆補償内容：
　①家庭用灯油
１事故１ユーザーにつき５万円を上限（保証期間
中に１回のみ）とし灯油の盗難被害相当量を補填

　②営農用燃料油
１ユーザー、10万円を上限（保証期間中）とし
灯油・軽油の盗難被害相当量を補填

　※過去配送履歴等にて使用数量、被害相当量を算出
　※補償にかかる費用負担はありません

◆盗難発生時対応：
　①警察への盗難届提出（受理番号付与）
　②北町給油所への盗難発生報告（上記受理番号が必
要）

　③保証会社にて審査終了後、被害相当量を配送いた
します

軽油・灯油用のホームタンク（490L）
無料巡回点検実施中です！

窓口 ホクレン北町給油所　☎92-2157

　軽油・灯油用のホームタンクは、年数が経つにつれ
腐食・サビ等によるトラブルの発生が増える傾向にあ
ります。
　給油所では、ホームタンクのトラブルを未然に防ぐ
ため、JAの指定業者が点検にお伺いします。なお、
近年洗浄済みのお宅には点検に伺いませんのでご了承
願います。

◆点検訪問日　３月27日㈪より巡回を行っております。
◆訪 問 業 者　石油共販㈱
◆点 検 内 容　タンク内外部および設置状況の点検
◆洗 浄 料 金　ホームタンク一基　6,380円（税込）
　　　　　　　灯油配管パイプ内洗浄（２系統まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　8,360円（税込）
◆申 込 方 法　点検訪問時または北町給油所
　　　　　　　（作業日は5月中旬以降予定）

●お客様から聞いたこんな話●
①４年間に２回も凍結して冬には大変な目にあった。
②ストレーナーが凍結し、ひびが入り灯油を全部流出
してしまった。

③毎年ストーブの使い始めの時、必ずストーブに水が
出てきて火が消える。

④ボイラー燃焼停止により、お湯が使えなくなった。
⑤農繁期にトラクターの燃料がつまり作業ができなか
った。

■悪質な業者に注意を！■
近年、美瑛町内で町外からの悪質な業者（JAを
名乗る、毎年の洗浄を勧める、現金支払いを求め
る、基本料金は安いが部品代で多大な金額を請求
する等）によるトラブルが発生しております。
当委託の業者は、委託証明書を持参しており現金
徴収を直接行いません。不審に思った場合は北町
給油所までご連絡ください。
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キャッシュレス決済をはじめませんか？

窓口 金融店舗　☎92-4325

　金融店舗では、ＪＡバンクの口座から即時チャージでお買い物ができる決済用アプリ（メルペイ・PayPay・フ
ァミペイ）のご利用、また、払込票のバーコードを読み取り、税金や公共料金などのお支払いが簡単にできる
「ＪＡバンクアプリ」の、各種キャッシュレスサービスのご利用をおすすめめしております。
　ご利用方法につきましては、金融店舗へお気軽にお問い合わせください。

入浴で疲れも気分もリフレッシュ!
メリット（効果）

　リラックス効果、疲労回復、
新陳代謝の促進、血流改善、冷
え、腰痛・肩こり・膝の痛み、
足のむくみ、美肌効果、汚れを
落とす、免疫機能の向上など

デメリット（注意）
長湯すると肌のうるおいが奪わ
れ、体力も消耗します。
　浴室内外の温度差や湯船との
温度差によるヒートショックに
注意

おすすめの入浴方法
お湯の温度は40℃前後、お湯に浸かる時間の目安は10分くらい、

肩まで浸かることがおすすめ
入浴剤を入れて温泉気分。手足湯もおすすめ

JA北海道厚生連の
おすすめ商品

　ひのきの香りと、緑黄色のお
風呂でリラックス気分。
　2つの温泉成分と5つの保湿
成分+αで、お肌を
健やかに保ち肌にう
るおいを与え、心身
ともにリフレッシ
ュ。
1本2,750円（税込）
1,100ｇ　

商品のご購入は、お近くのＪＡ配置薬推進員にご連絡ください
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　美瑛選果の加工品に、待望の新商品が！その名も「びえい豚とコーンのスープカレー」。こちらは大人気商品
「びえい豚カレーとろとろ煮込み」の姉妹品で、びえい豚のお肉、そして大きなにんじんがごろごろっと入った
スープカレーです。１人前250g入りで、食いしん坊さんにも満足してもらえること間違いなしの逸品です。そし
て1番の特徴は、たっぷり入った美瑛産コーン！ぷちぷちの食感としっかりとした甘みが、スパイシーなカレー
の中で個性を発揮します。１箱756円（税込）で４月１日よ
り美瑛選果にて発売開始です。
　今回から加工品のロゴマークが新しくなりました！今まで
使っていた「Biei Table」のロゴとそっくりの見た目で、後
継であることを伝えつつ、美瑛選果のブランドをより浸透さ
せていくことができるよう、ロゴの文字を「Biei Senka」に
変更します。新しいロゴになっても、これまでのブランドイ
メージの維持はもちろん、これからさらに美瑛のおいしさを
伝えていけるブランド、親しまれるブランドの確立をめざし
てまいりますので、引き続き、「Biei Senka」シリーズの加
工品をよろしくお願いいたします。既存の商品につきまして
も、随時、切り替えを行ってまいります。ぜひ、お手に取っ
てご覧ください。

新発売！びえい豚とコーンのスープカレー

窓口 ㈱美瑛選果　☎92-4400

主な資金の新規貸付利率

窓口 融資課　☎68-7015

2023.4.1以降の貸付決定案件より適用（単位：年％）
※貸付金金利につきましては、金利情勢が上昇基調であるものの、農業情勢を勘案して、基準金利は据え置きとして
　おります。ただしローンキャンペーン対象資金および特例措置対象資金については、見直しております。

0.80

貯金利率+0.60

2.00

2.50

3.00

0.80

2.40

2.40

都度設定

2.40

2.40

2.50

2.50

2.50

2.50

1.60

借換特例
の場合
1.40

農地取得
の場合
1.00

－

－

－

－

－

－

 

1.40

1.40

－

1.40

1.40

－

－

－

－

クミカン

貯金担保貸付

共済担保貸付

農産物見返貸付

負債整理資金

制度資金等つなぎ資金

JAフルスペックローン

JA農業経営ステップアップローン

JA農業経営緊急支援資金 

JA新規就農応援資金

JA再生可能エネルギー施設等資金

JA農業後継者応援資金

JA中核農業者応援資金

JA担い手経営対策資金

負債整理資金

新規就農支援資金

区分 資　金　名 固定金利 変動金利 備考 区分 資　金　名 固定金利 変動金利 備考

短
　
期
　
資
　
金

農
　
業
　
資
　
金長
　
期
　
資
　
金

貯金利率+0.60

9.70

貯金利率+0.80

2.00

3.10

2.40

2.40

2.40

3.60

3.10

1.35

1.75

2.15

3.10

1.35

1.75

2.15

2.40

3年固定

5年固定

10年固定

3年固定

5年固定

10年固定

固定変動

金利選択

固定変動

金利選択

－

－

－

－

1.85

2.00

2.00

2.00

2.10

1.85

－

－

－

1.85

－

－

－

2.00

当座貸越

カードローン

貯金担保貸付

共済担保貸付

住宅ローンつなぎ資金

農家経済改善資金

マイカーローン

多目的ローン

住宅ローン

リフォームローン

教育ローン

賃貸住宅ローン

事業資金 

賃貸住宅資金

短
　
期
　
資
　
金

生
　
活
　
資
　
金長
　
期
　
資
　
金

短
期
長
期

事
業
資
金

住宅ローン金利と同率

個別に定める 

個別に定める 

個別に定める 

正組合員に限る

3年経過後再設定

5年経過後再設定

10年経過後再設定

3年経過後再設定

5年経過後再設定

10年経過後再設定

特例により、1.0％措置あり

特例により、1.0％措置あり

特例により、1.0％措置あり

借換特例につい
ては、令和5年度
新規実行案件に
限る

農地取得に係る
特例については、
令和5年度新規
実行案件に限る
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令和５年度　機械作業標準料金表

窓口 研修センター　☎92-0588

※ 料金は本機のみです。

《例として》耕起作業の場合
※10aの場合
　リバーシブルプラウ
　トラクター（85馬力）
　オペレータ料金

※100aの場合
　リバーシブルプラウ
　トラクター（85馬力）
　オペレータ料金

※ただし、地形・地質・面積等により異なりますので、双方協議願います。
※トラクター本機とエンジン付機械の燃料は、利用者の負担になります。
※作業時間1時間未満は、1時間とみなします。

10a
1時間
1時間

100a
2時間30分
2時間30分

1,650円
2,750円
1,430円

16,500円
6,875円
3,575円

合計5,830円

合計26,950円

機械名 単位 標準料金 備考

耕
起
・
砕
土
・
整
地

肥
料
・
石
灰
・
堆
肥
散
布

播
種
・
移
植

中
耕
・
除
草
・
管
理

牧
草
・
コ
ー
ン
収
穫

機械名 単位 標準料金 備考

収
　
　
穫
　
　
機

ト
ラ
ク
タ
ー

そ
　
の
　
他

単価：円（消費税込）

3本爪　　深さ45㎝基準　　

正転ロータリー1回掛　2回以上協議

逆転ロータリー1回掛

水田耕起

仕上げまで

土改材は55円増

土改材は55円増

6トン基準

スノーモービルも同じ

70～90馬力　トラクター本機5割増

豆類、コーン

小麦専用

2畦

2畦、施肥機、センサー付

成苗ポット550円増

水田

1.5m×1.2m　ロール乾草基準　ネット仕様

フィルム別途

12,100

3,850

1,100

550

11,000

3,300

2,750

880

5,500

8,800

1,650

2,200

2,750

3,300

5,500

6,600

5,500

5,500

2,200

1,430

2,200

1,320

倒状は割増協議

茎葉処理

トラクター

大豆2割増

タッパー付料金、タッパー無しは▲880円

倒伏は割増双方協議

セミクローラは1,100円割増　　

セミクローラは1,100円割増　　

セミクローラは1,100円割増　

それ以上は10馬力増すごとに330円加算

30馬力クラス基準、それ以上は双方協議

1㎞増すごとに220円

プ ラ ウ

リバーシブルプラウ

サブソイラー･プラソイラー

ロータリーハロー

ロータリーハロー

ロータリー

水田代掻きロータリー

ヘビーカルチ等

ブロードキャスター

ライムソアー

マニアスプレッター

融雪剤散布機

フロントローダー

総合播種機

グレンドリル

ポテトプランター

ビート移植機

田植機

カルチベーター

施肥カルチ

ロータリーカルチ

　　〃　　培土付

ブームスプレーヤー

ビークル

モアーコンディショナー

ジャイロテッター

ジャイロレーキ

ロールベーラー

ラッピングマシーン

フォレージハーベスター

コーンハーベスター

テッピングワゴン

10a

10a

時計時間

10a

10a

10a

10a

時計時間

10a

10a

時計時間

10a

時計時間

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

1個

1個

10a

10a

10a

1,100

1,650

1,650

1,650

2,200

2,420

3,300

1,100

220

330

3,300

660

3,300

550

1,100

1,100

2,750

7,700

550

550

1,100

1,430

550

660

1,650

550

550

1,650

880

3,300

3,300

275

コンバイン（水稲）

スイートコーンハーベスター

ポテトデガー

ポテトリーフチョッパー

ポテトハーベスター

ビーンハーベスター

ビーンスレッシャー

ビートタッパー

ビートハーベスター

豆コンバイン

ビートトレーラー

ホイールタイプ4WD

50～69馬力

70～95馬力

96～105馬力

クローラタイプ

95馬力以下

100馬力以上

ストーンピッカー

除雪機

スノーブロワー

オペレーター料金

移動搬送料金

パワーハロー

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

5㎞未満

10a

窓口

農業融資特別措置のご案内

融資課　☎68-7015

ＪＡ農業経営ステップアップローンの活用で、

令和５年度に限り、資金使途が
農地取得の場合、特別措置を講じます。 

◆特別措置の内容◆ 
ＪＡ農業経営ステップアップローン 
【農地取得に必要な資金】 
最　優　遇 
当初３年間　　年０.２％（固定金利） 
取扱期間：令和５年２月１日～令和６年１月末 
※４年目以降は、1.0％となります。（利子補給０.8％が終了するため。） 
※別途 保証料０.４％が必要となります。 
※担保不要　※個々の借入条件が異なる場合がございます。 
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協
同
の 297億66百万円

65億45百万円
11億30百万円
40億11百万円

貯 金 高
貸 付 高
出 資 金
固定資産

739人
1,838人

正組合員
准組合員

組合員数

  

発生件数　　２件（３件）《０件》
　　負傷　　２人（３人）《０人》
　　死亡　　０人（０人）《０人》

（　）は５年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（3月15日現在）

　４月は新生活の季節！期待に胸を膨らませて、新しい生活

に飛び込んだ方も大勢いらっしゃるのではないでしょうか。

　かくいう私も、新しいことにチャレンジしています。なん

と現在、「脱チョコ」をめざして健闘中！おやつを体に優し

いドライフルーツにチェンジし、チョコ欲をぐっ‼とこらえ

ています。……さて、いつまで続くでしょうか？（麻）

編集後記

ち
か
ら

気をつけましょう！

令
和
5年
4月
1日（

毎
月
1回
発
行
）

昭
和
45年

3月
5日
第
3種
郵
便
物
認
可

毎
月
1日
発
行

1191
熊
谷
留
夫

総
務
部
　
　

㈱
須
田
製
版

※百万円未満四捨五入（令和５年２月末）

の主な行事予定4月
３日（月）

４日（火）

６日（木）

　１０日（月）

　２９日（土）

朝会/新規採用者辞令交付

豆採種生産部会定期総会

第72回通常総代会

年金友の会定期総会

昭和の日

◆お世話になりました（3月31日付）

野　尻　和　典
【金融部経済対策課課長／31年11カ月】

澤　田　　　謙
【共済部共済課課長／５年】　

山　中　奈　々
【金融部貯金課係／６年】

大　崎　麿　鼓
【金融部貯金課係／６年】

江　口　な　な
【購買部生産資材課係／５年】

齊　藤　　　陸
【購買部農業機械課係／２年】

職 員 の 動 き
敬称略
【　　】内は退職前の所属部署と勤続年数第24回理事会　2月20日㈪

理事会の報告

■議案審議事項　
議案第１号　令和４年度決算関係書類原案の承認について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　令和５年度事業計画について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　令和５年度コンプライアンスプログラムの設

定について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　令和５年度コンプライアンス実践項目の設定

について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　みのり監査法人期中監査Ⅲに係る経過概要報

告について
・原案どおり承認されました。
議案第６号　令和４年度下半期出資金の減口・譲渡につい

て
・原案どおり承認されました。
議案第７号　リスク管理債権に係る対応方針について
・原案どおり承認されました。
議案第８号　令和５年度の余裕金運用方針等について
・原案どおり承認されました。
議案第９号　金融窓口手数料の新設について
・原案どおり承認されました。
議案第10号　共同計算に係る委託契約内容について
・原案どおり承認されました。

第1191号　令和5年4月1日号　毎月1日発行第1191号　令和5年4月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）
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